
大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

は
じ
め
に

大
宰
府
で
父
大
伴
旅
人
が
、
「
梅
花
の
宴
」
を
催
し
た
の
は
天
平
二
年
家

持
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
少
年
家
持
が
梅
花
の
宴
で
詠
ん
だ
歌
は
存
在
せ

す
、
大
宰
府
で
の
歌
も
万
葉
集
に
は
な
い
。
し
か
し
「
梅
花
の
宴
」
の
出
詠

歌
に
類
似
し
た
歌
が
家
持
の
初
期
の
歌
に
あ
る
こ
と
や
、
梅
花
の
宴
追
和
歌

の
作
者
の
一
人
と
し
て
家
持
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
越
中
歌
壇
の
創
出
な

ど
、
こ
の
宴
が
、
歌
人
家
持
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思

わ
れ
る
。

O
家
持
は
天
平
二
年
春
正
月
の
梅
花
の
宴
の
時
、
大
宰
府
に
い
た
の
か
。

O
初
期
作
歌
に
見
ら
れ
る
梅
花
の
宴
の
影
響
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

O

「
大
宰
の
時
の
梅
花
の
宴
追
和
歌
」
は
誰
の
作
歌
か
。

O
巻
一
七
巻
巻
頭
歌
｜
大
宰
府
関
連
歌
群
｜
に
始
ま
る
家
持
の
歌
日
誌

と
い
う
疑
問
を
追
っ
て
い
き
な
が
ら
大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴
の
関
係
を
考
察

し
て
い
く
。

島

裕

子

田

て
梅
花
の
宴
開
催
時
、
大
宰
府
に
大
伴
家
持
は
い
た
か
。

(1
) 正

三
位
大
伴
旅
人
六
十
三
歳
、
大
宰
府
へ
の
赴
任
は
神
亀
四
（
七
二
七
）

年
一
二
月
頃
（
五
味
智
英
「
大
伴
旅
人
序
説
」
『
万
葉
集
の
作
家
と
作
品
』

岩
波
書
店
一
九
八
二
年
）
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
旅
人
は
、
正
妻
大
伴
郎
女

を
伴
う
が
、
筑
紫
に
下
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
郎
女
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

旅
人
は
長
年
連
れ
添
っ
た
正
妻
を
失
い
悲
嘆
に
く
れ
る
日
々
を
過
ご
す
な

か
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
弟
で
あ
り
異
母
妹
坂
上
郎
女
の
夫
大
伴
宿

奈
麻
呂
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
京
よ
り
受
け
る
。
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大
宰
府
師
大
伴
卿
、
凶
問
に
報
ふ
る
歌
一
首

く
わ
こ
ち
ょ
う
で
ふ
る
い
じ
五
ひ
た
ふ
る
ほ
ろ
し
ん

禍
故
重
畳
し
、
凶
問
累
集
す
。
永
に
崩
心
の
悲
し
び

む
だ
も
は
り
だ
ん
ち
ゃ
う
だ
い
じ
よ

を
懐
き
、
独
断
腸
の
一
俣
を
流
す
。
た
だ
し
、
両
君
の
大
助

か
た
ぷ

に
依
り
て
、
傾
け
る
命
を
わ
づ
か
に
継
げ
ら
く
の
み
。
筆
の



事
を
つ
く
さ
ぬ
は
、
古
に
も
嘆
く
と
こ
ろ
な
り
。

世
の
中
は
空
し
き
も
の
と
知
る
時
し
い
よ
よ
ま
す
ま
す
悲
し
か
り
け
り

神
亀
五
年
六
月
二
十
三
日
（

5

・
七
九
三
大
伴
旅
人
）

と
、
親
し
い
人
達
が
亡
く
な
っ
た
悲
し
み
を
「
世
の
中
は
空
し
い
こ
と
」

と
知
っ
て
は
い
た
が
、
身
に
染
み
て
知
る
時
、
ま
す
ま
す
も
っ
て
悲
し
く
な

る
も
の
だ
と
嘆
き
、
都
の
留
守
を
任
せ
て
い
た
近
親
（
お
そ
ら
く
異
母
弟
稲

公
や
甥
胡
麻
日
で
あ
ろ
う
）
に
、
歌
を
送
る
の
で
あ
る
。

遠
く
大
宰
府
に
来
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
妻
や
弟
を
亡
く
し
た
大
伴
旅
人
に

と
っ
て
、
山
上
憶
良
が
筑
前
（
福
岡
県
の
北
西
部
）
国
守
と
し
て
赴
任
し
て

い
た
こ
と
は
救
い
で
あ
っ
た
。
旅
人
六
十
三
歳
、
憶
良
六
十
八
歳
か
。
と
も

に
筑
前
と
大
宰
府
に
赴
任
し
て
き
た
こ
と
で
親
し
く
詩
や
歌
を
送
り
あ
う
よ

う
に
な
る
。
こ
こ
で
六
十
歳
を
越
え
た
ふ
た
り
が
、
孤
独
を
埋
め
あ
う
よ
う

に
歌
や
詩
を
競
い
合
い
、
漢
詩
文
と
和
歌
を
な
ら
べ
た
形
態
を
作
る
な
ど

次
々
に
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
て
く
の
で
あ
る
（
伊
藤
博
『
高
葉
集
稗
注

二
一
』
有
斐
閣
）
。
こ
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、
旅
人
も
憶
良
も
万
葉
集
を

代
表
す
る
歌
人
に
は
な
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
ら
を
中
心
に
大
宰
府
の
官

僚
等
も
交
じ
っ
て
〈
筑
紫
歌
壇
〉
と
後
に
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ

て
い
く
。

そ
の
こ
ろ
、
平
城
京
で
は
政
変
が
起
き
て
い
た
。
神
亀
五
（
七
二
九
）
年

九
月
、
藤
原
不
比
等
の
娘
光
明
子
が
産
ん
だ
皇
太
子
基
皇
子
が
病
で
崩
御
さ

れ
た
。
翌
神
亀
六
年
二
月
に
、
権
勢
を
ほ
こ
っ
て
い
た
左
大
臣
長
屋
王
が
謀

大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

反
の
企
て
あ
り
と
い
う
謙
一
言
に
よ
り
、
政
府
軍
で
あ
る
六
衛
府
を
率
い
る
藤

原
字
合
の
も
と
捕
縛
、
妃
吉
備
内
親
王
と
膳
夫
王
ら
四
人
の
息
子
た
ち
は
総

死
さ
せ
ら
れ
、
長
屋
王
は
自
害
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
長
屋
王
の
変
は
、
不
比

等
の
息
子
た
ち
の
素
早
い
動
き
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る
。
同
年
三
月
不
比
等

の
長
男
藤
原
武
智
麻
呂
が
大
納
言
に
な
り
、
八
月
に
は
不
比
等
の
娘
光
明
子

が
立
后
。
天
平
と
改
元
す
る
。
こ
こ
に
、
藤
原
氏
の
権
勢
は
絶
対
的
な
も
の

と
な
る
。
京
の
政
変
が
ま
だ
落
ち
着
い
て
い
な
い
天
平
二
年
正
月
一
三
日
、

大
宰
府
で
は
九
州
全
域
の
国
司
ら
を
集
め
て
梅
花
の
宴
が
催
さ
れ
る
の
で
あ

プ
匂
。

(2
) さ

て
、

3

0

 

ム
川
付
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梅
花
の
宴
開
催
当
時
、

大
宰
府
に
家
持
は
来
て
い
た
の
だ
ろ
う

こ
れ
に
つ
い
て
は
確
か
な
記
載
は
な
い
。
万
葉
集

4

・
五
六
六
1

五
六
七

の
歌
「
大
宰
大
監
伴
氏
百
代
等
、
駅
使
に
贈
る
歌
」
の
左
注
に
以
下
の
記
載

が
あ
る
の
み
だ
。

以
前
は
、
天
平
二
年
康
午
夏
六
月
に
、
帥
大
伴
卿
、
忽
ち
に
療
を
脚
に

し
ん
せ
き
〈
る
し
ち
ゃ
〈
ま
ま
お
と
ひ
と

生
し
、
枕
席
に
疾
苦
ぷ
。
こ
れ
に
因
り
て
馳
駅
し
て
上
奏
し
、
庶
弟

い
1

ぎ
み
を
ひ
み
ぎ
の
ひ
ょ
う
こ
の
す
け

稲
八
ム
・
姪
胡
麻
呂
に
遺
言
を
語
ら
ま
く
欲
し
と
望
ひ
講
ふ
。
右
兵
庫
助

じ
ぷ
せ
〕
じ
よ
は
ゆ
ま

大
伴
宿
禰
稲
公
・
治
部
少
丞
大
伴
宿
禰
胡
麻
呂
の
両
人
に
詔
し
て
、
駅

さ
し
っ
か
と
り
み
す
じ
ゅ
ん

を
給
ひ
て
発
遣
は
し
、
卿
の
病
を
省
し
め
た
ま
ふ
。
し
か
る
に
、
数
旬
を



大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

経
て
、
幸
に
平
復
す
る
こ
と
得
た
り
。
時
に
、
稲
公
ら
、
病
す
で
に
癒
え

た
る
を
以
て
、
府
を
発
ち
京
に
上
る
。
こ
こ
に
、
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
・

I
l
l
l
1
L卜
l
I
l
l
l
i－
－
ゃ
く
し

小
典
山
口
忌
寸
若
麻
目
ま
た
卿
の
男
家
持
ら
、
駅
使
を
相
送
り
、
共
に

ひ
ほ
も
り
ゃ
く
け
い
さ
さ

夷
守
の
駅
家
に
至
る
。
柳
か
に
飲
み
て
別
れ
を
悲
し
び
、
乃
ち
こ
の
歌
を

作
る

天
平
二
年
六
月
の
歌
の
こ
の
左
注
に
「
卿
の
男
家
持
ら
」
（
卿
男
家
持
等
）

と
、
家
持
の
名
が
初
め
て
記
さ
れ
る
。
左
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
は
家

持
は
大
宰
府
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
「
家
持
ら
」
と
あ
る
の
で
弟
書
持
や

妹
留
女
乃
郎
女
も
一
緒
に
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
左
注
を
も
と
に
推
察
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
と
し
て

（
注1
）

次
の
二
説
に
集
約
さ
れ
る
。

①
家
持
は
当
初
か
ら
大
宰
府
へ
伴
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
旅
人
の
正
妻
大
伴
郎
女
の
逝
去
の
後
、
家
持
他
そ
の
弟

妹
の
世
話
を
す
る
た
め
に
家
万
自
と
し
て
大
伴
坂
上
郎
女
が
京
よ
り
来

る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
家
持
は
在
京
。
天
平
二
年
六
月
の
旅
人
が
重
篤
に
な
っ
た
際
に
、
大
伴

稲
公
や
胡
麻
呂
ら
と
と
も
に
、
大
伴
坂
上
郎
女
と
家
持
は
大
宰
府
に

下
っ
た
。

二
説
と
も
に
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
が
残
り
ど
ち
ら
と
も
決
め
難
い
が
、
以
下

の
点
か
ら
①
で
あ
る
と
推
察
す
る
。
大
伴
旅
人
は
、
辛
巳
事
件
よ
り
長
匡
王

（
皇
親
勢
力
）
と
藤
原
四
兄
弟
（
藤
原
氏
）
と
の
聞
の
確
執
に
不
穏
さ
を
感

じ
取
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
藤
原
不
比
等
亡
き
あ
と
長
屋
王
が
政
治
の
中

枢
を
掌
握
し
て
左
大
臣
に
ま
で
昇
格
し
て
い
た
。
長
屋
王
は
天
武
天
皇
の
皇

子
高
市
皇
子
の
子
で
、
妃
は
元
正
天
皇
や
文
武
天
皇
の
妹
吉
備
内
親
王
で
あ

る
。
嫡
男
膳
夫
王
は
皇
位
継
承
の
可
能
性
も
あ
る
。
不
比
等
の
息
子
た
ち
は

ま
だ
若
く
、
政
治
の
中
心
は
皇
族
で
あ
り
政
治
力
も
あ
る
長
屋
王
に
移
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
は
藤
原
不
比
等
の
子
供
た
ち
、
武
智
麻
目
・
前
一
房
・
字
合
・

麻
呂
や
光
明
子
に
は
お
も
し
ろ
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
藤
原
四
兄
弟

と
長
屋
王
の
政
治
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
あ
い
が
激
し
く
な
る
な
か
で
、
大
伴
旅

人
も
政
務
の
中
枢
に
参
画
し
て
お
り
、
そ
れ
故
不
穏
な
事
態
が
起
こ
る
恐
れ

を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
旅
人
が
大
宰
府
の
帥
と
し
て
、
都
を

遠
く
離
れ
る
こ
と
は
長
屋
王
と
四
兄
弟
の
権
力
争
い
が
遠
因
で
あ
る
こ
と
も

感
じ
と
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
大
伴
家
の
嫡
男
家
持
を
京

に
置
い
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
妻
子
と
も
ど
も
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
も

あ
り
、
正
妻
大
伴
郎
女
と
と
も
に
家
持
兄
弟
ら
も
連
れ
て
行
っ
た
と
考
え
る

ほ
う
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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二
、
初
期
作
歌
に
見
ら
れ
る
梅
花
の
宴
の
影
響

う
ち
霧
ら
し
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
我
家
の
園
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

（8

・
一
四
四
一
大
伴
家
持
）

こ
の
歌
は
家
持
の
も
っ
と
も
初
期
の
歌
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。
作
歌
年
月
が
記
し
て
な
い
が
、
巻
八
の
歌
の
配
列
よ
り
天
平
四
年



か
五
年
に
一
詠
ま
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
家
持
が
養
老
二
年
（
七
一
八
）
生

ま
れ
と
し
て
十
五
・
十
六
歳
の
歌
で
あ
る
。
（
林
田
正
男
「
大
伴
家
持
管

見
｜
内
舎
人
任
官
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
文
学
』
昭
和
四
五
年
二
月
、
小
野
寛

『
大
伴
家
持
研
究
』
笠
間
書
院
一
九
八
O
年
）
こ
れ
は
作
歌
年
代
が
明
ら
か

み
か
づ
き
ひ
と
め

な
初
作
歌
、
天
平
五
年
作
の
「
振
り
放
け
て
三
日
月
み
れ
ば
一
目
見
し
人
の

ま
よ
ぴ

眉
引
き
思
ほ
ゆ
る
か
も
」
（
6

・
九
九
四
）
よ
り
以
前
か
、
同
じ
こ
ろ
に
詠

ま
れ
た
。
初
作
歌
は
他
に
8

・
一
四
四
六
、
8

－
一
四
四
八
と
が
あ
り
、
全

部
で
四
首
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
四
四
一
歌
に
着
目
し
た
の
は
左
記
の
梅
花
の

宴
席
歌
の
影
響
が
色
濃
い
こ
と
に
よ
る
。

天
平
二
年
春
正
月
の
梅
花
の
宴
の
歌

梅
の
花
散
ら
く
は
い
づ
く
し
か
す
が
に
こ
の
城
の
山
に
雪
は
降
り
つ
つ

だ
J
ゅ
ん
ぱ
ん
じ
の
も
も
よ

（5

・
八
二
三
一
大
監
伴
氏
百
代
）

悔
の
花
散
ら
ま
く
惜
し
み
我
が
園
の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

し
よ
白
う
け
ん
あ
じ
の
お
く
し
ま

（5

・
八
二
四
少
監
阿
氏
奥
島
）

こ
の
二
首
と
当
該
歌
を
見
比
べ
る
と
き
わ
め
て
表
現
や
発
想
が
類
似
し
て

（
注2
〕

い
る
。
5

・
八
二
三
歌
の
傍
線
部
を
上
旬
に
、
5

－
八
二
四
歌
の
傍
線
部
を

下
歌
に
置
き
換
え
「
し
か
す
が
に
」
と
い
う
こ
と
ば
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
和

歌
の
韻
律
に
整
え
た
だ
け
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
新
鮮
味
は
膝
騰
と
雪
で
か

す
ん
だ
風
景
の
表
現
、
「
う
ち
霧
ら
す
」
雪
景
色
の
表
し
方
で
あ
る
。

「
し
か
す
が
に
」
と
い
う
こ
と
ば
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
ば
で
集

大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

中
四
例
し
か
な
く
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

O
「
し
か
す
が
に
」
の
歌

梅
の
花
咲
き
散
り
過
ぎ
ぬ
し
か
す
が
に
白
雪
庭
に
降
り
し
き
り
つ
つ

（1
0

・
一
八
三
四
作
者
未
詳
）

風
交
り
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
さ
り
に
け
り

（l
o

－
－
八
三
八
作
者
未
詳
）

雪
見
れ
ば
い
ま
だ
冬
な
り
し
か
す
が
に
春
霞
立
ち
梅
は
散
り
つ
つ

（l
o

－
－
八
六
二
作
者
未
詳
）

1
1
1
1

－
－

I
l
l
i－
－
あ
ま
く
も
し
同
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

う
ち
な
び
く
春
さ
り
来
れ
ば
し
か
す
が
に
天
雲
霧
ら
ひ
雪
は
降
り
つ
つ

（1
0

・
一
八
三
二
作
者
未
詳
）

『
高
葉
集
全
註
緯
七
』
で
は
、
当
該
歌
が
、
「
巻
の
十
の
春
の
雑
歌
の
、
シ

《
注3
｝

カ
ス
ガ
ニ
に
依
る
形
式
の
歌
の
影
響
を
多
量
に
受
け
て
い
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

歌
学
び
と
も
い
う
べ
き
初
作
歌
は
先
行
歌
の
影
響
を
強
く
反
映
し
て
い
る

も
の
だ
が
、
こ
こ
で
「
う
ち
霧
ら
し
」
と
い
う
表
現
は
万
葉
集
中
一
例
で
家

持
の
造
語
で
あ
る
。
万
葉
集
中
に
は
「
天
霧
ら
し
」
「
か
き
霧
ら
し
」
と
い

う
表
現
は
あ
る
が
「
う
ち
霧
ら
し
」
と
い
う
こ
と
ば
は
な
い
。
1
0

・
一
八

コ
三
作
者
未
詳
歌
の
下
旬
よ
り
発
想
を
得
た
表
現
だ
が
家
持
独
自
の
趣
向
を

一
不
す
こ
と
ば
で
あ
る
。

次
に
〈
我
が
園
の
鴛

13 

山
野
の
鴛
〉
に
つ
い
て
、



大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

梓
弓
春
山
近
く
家
居
ら
ば
継
ぎ
て
聞
く
ら
む
う
ぐ
ひ
す
の
声

（1
0

・
一
八
二
九
作
者
未
詳
）

等
の
歌
が
あ
り
、
驚
は
集
中
、
約
五
O
例
も
あ
る
。
内
訳
は
、
梅
花
の
宴

七
例
、
巻
十
作
者
未
詳
歌
に
一
八
例
、
赤
人
二
例
、
田
辺
福
麻
呂
二
例
、
家

持
十
一
例
、
家
持
と
の
贈
答
歌
二
例
巻
十
三
他
に
見
ら
れ
る
。

初
作
歌
に
見
ら
れ
る
梅
花
の
宴
の
影
響
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
初
作
歌
は
ま
だ
習
作
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
家
持
と
い
う
歌
人
の
歌
の
世

界
の
好
み
や
特
性
が
す
で
に
現
わ
れ
て
い
る
。
梅
花
の
宴
の
歌
が
初
作
歌
に

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
は
、
家
持
に
と
っ
て
梅
花
の
宴
に
特
別
な
思
い
が

あ
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
梅
花
の
宴
の
後
、
父
旅
人
は
大
納
言

に
昇
進
し
帰
京
。
翌
天
平
三
年
、
正
月
従
二
位
拝
受
、
周
年
七
月
に
六
七
歳

で
亡
く
な
る
。
家
持
は
一
四
歳
で
父
を
失
い
大
伴
氏
を
束
ね
る
家
系
の
嫡
男

と
し
て
の
責
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
梅
花
の
宴
は
少
年
家
持
に
は

な
や
か
な
宴
に
接
す
る
初
め
て
の
機
会
で
あ
り
、
大
宰
府
で
の
父
大
伴
旅
人

の
権
威
と
そ
の
文
人
と
し
て
の
在
り
方
を
記
憶
に
留
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
「
大
宰
の
時
の
梅
花
の
宴
追
和
歌
」

あ
－h
vた

大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首

み
ふ
ゆ
っ
き
た

L
作
l
l
t

三
冬
継
ぎ
春
は
来
れ
ど
梅
の
花
君
に
し
あ
ら
ね
ば
招
く
人
も
な
し

（1
7

・
一
一
一
九
O
一
）

’
P
I
l
l
i

－
－

l
l
l

ぁ

梅
の
花
み
山
と
し
み
に
あ
り
と
も
や
か
く
の
み
君
は
み
れ
ど
飽
か
に
せ
む

（1
7

・
三
九O
二
）

結
〈

春
雨
に
萌
え
し
柳
か
梅
の
花
共
に
後
れ
ぬ
常
の
物
か
も

（1
7

・
一
一
一
九
O
三
）

梅
の
花
何
時
は
折
ら
じ
と
厭
は
ね
ど
咲
き
の
盛
り
は
惜
し
き
も
の
な
り

（1
7

・
三
九
O
四
）

遊
ぶ
内
の
楽
し
き
庭
に
梅
柳
折
り
か
ざ
し
て
ば
思
ひ
な
み
か
も

（1
7

・
一
一
一
O
九
五
）

み
苑
生
の
百
木
の
梅
の
散
る
花
し
天
に
飛
び
上
が
り
雪
と
降
り
け
む

（1
7

・
二
一O
九
六
）

右
、
十
二
年
十
二
月
九
日
に
大
伴
宿
禰
書
持
作
る
。

梅
花
の
宴
の
追
和
歌
に
先
の
よ
う
な
歌
群
が
あ
る
。
作
者
は
、
家
持
の
同

母
弟
、
大
伴
書
持
と
あ
る
が
、
家
持
作
と
記
し
て
い
る
写
本
が
多
い
。

『
元
暦
校
本
』
（
平
安
末
期
頃
）
以
外
の
『
類
衆
古
集
』
（
成
立
二
二
O

年
以
前
但
し
現
存
写
本
は
年
代
不
明
〉
も
含
め
、
仙
覚
本
系
統
の
西
本
願

寺
本
、
冷
泉
家
本
系
統
の
広
瀬
本
な
ど
現
存
全
古
写
本
に
は
「
大
伴
宿
祢
家

持
作
」
と
あ
り
、
ま
た
西
本
願
寺
な
ど
大
部
分
の
写
本
に
は
「
十
一
月
九

日
」
と
記
さ
れ
る
。

書
持
作
と
な
っ
た
の
は
窪
田
空
穂
氏
が
『
万
葉
集
評
釈
』
で
家
持
の
歌
よ

り
粗
野
で
明
ら
か
に
異
る
趣
き
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
以
後
、
各
注
釈
・
全

集
に
書
持
作
と
記
す
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
追
和
歌
群
の
特
異
な
表
現
を
手
掛
か
り
と
し
て
特
色
を
掴
み
作
者
に
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近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
1
7

・
三
九
O
二
の
「
あ
り
と
も

を

や
」
は
集
中
に
こ
の
歌
し
か
例
が
な
い
。
ま
た
、
「
招
く
」
も
集
中
四
例
し

か
な
く
、
「
遠
久
」
（1
7

・
三
九
O
一
当
該
歌
書
持
或
は
家
持
）
、
「
呼

久
」
（1
7

・
四
O

一
一
家
持
）
、
「
乎
伎
」
（19

・
四
一
九
六
家
持
）
、

「
乎
伎
」
（19

・
四
一
七
四
家
持
）
と
家
持
・
書
持
兄
弟
し
か
用
い
な
い

表
現
で
あ
る
。
次
に
「
飛
び
上
が
り
」
（
飛
上
）
は
集
中
当
該
歌
し
か
例
が

な
い
。
こ
れ
ら
の
特
異
な
表
現
の
中
で
「
招
く
」
は
家
持
・
書
持
の
間
で
の

み
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
こ
と
よ
り
二
人
の
歌
の
影
響
関
係
は

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
家
持
自
身
の
作
歌
と
し
て
明
ら
か
な
追
和
歌
を
紹
介
し
よ
う
。

筑
紫
の
大
宰
の
時
の
惹
苑
梅
花
に
追
和
す
る
一
首

春
の
う
ち
の
楽
し
き
終
へ
は
梅
の
花
手
折
り
招
き
つ
つ
遊
ぶ
に
あ
る
べ
し

（1
9

・
四
一
七
回
大
伴
家
持
）

右
の
一
首
二
十
七
日
に
興
に
依
り
て
作
る
。

追
和
筑
紫
大
宰
之
時
春
苑
梅
歌
一
首

春
一
塁
之
楽
終
者
梅
花
手
折
乎
伎
都
追
遊
年
可
有

右
二
百
、
廿
七
日
依
興
作
之

こ
の
追
和
歌
、
「
興
に
依
り
て
作
る
」
と
い
う
左
注
も
付
き
創
作
意
欲
に

つ
き
動
か
さ
れ
て
家
持
が
作
歌
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
平
勝
宝
二
年
、
家
持

＝
一
二
歳
の
作
。
以
上
、
家
持
と
梅
花
の
宴
と
の
関
わ
り
を
歌
で
見
て
い
く

大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

と
、
梅
花
の
宴
の
影
響
を
受
け
た
初
作
歌
に
始
ま
り
、
書
持
か
家
持
作
か
判

明
し
が
た
い
巻
一
七
の
歌
群
、
そ
し
て
こ
の
追
和
歌
と
梅
花
の
宴
を
し
の
ぶ

歌
は
歳
月
を
越
え
て
歌
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
「
追
和
歌
」
に
つ
い
て

（1
）
「
追
和
」
の
由
来

「
古
人
の
詩
に
追
和
す
る
の
は
、
即
ち
東
城
よ
り
始
ま
れ
り
」
と
『
大
漢

和
辞
典
巻
十
こ
に
は
あ
る
。
蘇
東
波
は
一

O
一
二
六
年
に
生
れ
一
一O
一
年

に
亡
く
な
っ
た
北
宋
の
人
で
あ
る
。

追
和
歌
に
つ
い
て
、

「
追
和
」
と
は
先
人
の
詩
歌
に
対
し
て
何
ら
か
の
同
情
・
共
感
を
後
の

人
が
覚
え
て
和
し
た
も
の
を
い
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
中
国

で
起
こ
っ
た
も
の
（
橋
本
達
雄
「
大
伴
家
持
の
追
和
歌
」
『
万
葉
集
を
学

ぶ
』
第
八
集
）

追
和
と
題
す
る
詩
は
『
文
選
』
詩
編
に
も
、
『
玉
台
新
詠
』
に
も
『
唐
詩

選
』
に
も
見
え
な
い
。
「
和
す
」
と
題
す
る
詩
は
『
文
選
』
詩
編
に
：
：
：

七
例
あ
り
：
：
：
『
玉
台
新
詠
』
に
は
、
：
：
：
二
一
十
一
例
あ
り
、
『
唐
詩
選
』

に
は
：
：
：
二
十
八
例
あ
る
：
：
：
「
和
詩
」
は
す
べ
て
人
の
詩
に
「
和
」
し

た
も
の
で
あ
る
。
（
小
野
寛
「
万
葉
集
追
和
歌
覚
書
」
『
論
集
上
代
文
学
第

十
八
冊
』
）

の
言
及
が
あ
る
。

「
追
和
歌
」
と
い
う
表
現
が
万
葉
集
中
に
現
わ
れ
た
の
は
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大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

山
上
臣
憶
良
の
追
和
す
る
歌
一
首

翼
な
す
あ
り
通
ひ
つ
つ
見
ら
め
ど
も
人
こ
そ
知
ら
ね
松
は
知
る
ら
む

（2

・
一
四
五
億
良
）

で
、
持
統
四
（
六
九
三
）
年
の
作
歌
で
あ
る

こ
の
初
出
以
降
の
追
和
歌
の
例
は
、
一
四
例
あ
り
そ
の
う
ち
家
持
が
五
例

で
あ
る
。

「
旅
人
と
憶
良
を
中
心
と
し
た
大
宰
府
歌
壇
の
人
々
と
家
持
、
こ
の
両
者

以
外
に
は
追
和
歌
は
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
従
っ
て
こ
のn
追
和
u

と
い
う
行
為
は
万
葉
歌
人
に
と
っ
て
か
な
り
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
筈
だ
。

こ
の
十
四
例
を
く
わ
し
く
み
る
と
、
同
じ
追
和
歌
で
あ
っ
て
も
大
宰
府
歌
壇

の
人
々
と
家
持
と
の
聞
に
は
明
ら
か
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
大
宰
府
歌
壇

の
人
々
の
追
和
が
宴
席
等
で
の
風
流
な
歌
遊
び
｜
後
世
の
連
歌
と
も
似
か

よ
っ
た
も
の
で
あ
る
の
｜
に
対
し
て
家
持
の
そ
れ
は
古
歌
等
に
よ
っ
て
詩
的

感
興
を
か
き
た
て
ら
れ
た
、
あ
く
ま
で
も
家
持
個
人
に
由
来
す
る
も
の
で

《
箆4
｝

あ
っ
た
」
と
大
越
嘉
文
氏
は
考
察
す
る

加
え
て
「
追
和
」
に
つ
い
て
、
家
持
の
「
追
和
」
が
確
実
に
中
国
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
中
尾
健
一
郎
氏
の
指
摘
を
挙
げ
て
お

【
住5
》

ノ
、
。

五
、
巻
一
七

大
宰
府
関
連
歌
群
に
始
ま
る
家
持
の
歌
日
誌

家
持
は
、
歌
日
誌
と
も
い
う
べ
き
万
葉
集
末
四
巻
の
巻
一
七
巻
頭
に
左
記

の
よ
う
に
大
宰
府
か
ら
上
京
す
る
鶏
旅
歌
群
を
選
ぶ
。
そ
し
て
天
平
一
O
年

の
家
持
作
歌
の
七
夕
歌
一
首
、
次
に
天
平
一
二
年
の
先
の
追
和
歌
六
首
が
続

く
の
で
あ
る
。

ま
た
家
持
は
、
父
旅
人
と
歌
を
競
い
合
っ
た
山
上
憶
良
の
歌
に
影
響
を
受

け
た
和
歌
を
残
す
。
家
持
に
と
っ
て
大
宰
府
や
梅
花
の
宴
へ
の
思
い
は
歌
を

詠
む
時
の
原
点
の
よ
う
な
記
憶
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

O
巻
十
七
巻
頭
歌
群

天
平
二
年
十
一
月
庚
午
大
宰
師
大
伴
卿
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
京
に
上

け
ん
じ
う
う
み
つ
窓

る
時
に
、
僚
従
等
別
に
海
路
を
取
り
て
京
に
入
る
。
こ
こ
に
鵜
旅
を

お
の
も
お
の
も
お
も
ひ

悲
傷
し
各
所
心
を
陳
べ
る
作
る
歌
十
首

あ
ま
を
と
め

我
が
背
子
を
我
が
松
原
よ
見
渡
せ
ば
海
人
娘
子
ど
も
玉
藻
刈
る
見
ゆ

（1
7

・
三
八
九O

三
野
連
石
守
）

け
ん
じ
号

以
下
、
僚
従
等
作
者
未
詳
歌
三
八
九
一
1

三
八
九
九
ま
で
九
首
あ

h
リ
。

16 

世
間
の
無
常
を
悲
し
ぶ
る
歌
一
首
併
せ
て
短
歌

あ
め
っ
ち

天
地
の
遠
き
初
め
よ
世
の
中
は
常
な
き
も
の
と
語
り
継
ぎ
流

s
eゐ
九
キ

e

ら
へ
来
れ
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
照
る
月
も
満
ち
欠
け
し
け

こ
ぬ
れ
づ

り
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
も
春
さ
れ
ば
花
咲
き
に
ほ
ひ
秋
付

け
ば
露
霜
負
ひ
て
風
交
じ
り
黄
葉
散
り
け
り
う
っ
せ
み
も
か

く
の
み
な
ら
し
：
：
：
常
も
な
く
う
つ
ろ
ふ
見
れ
ば
に
は
た
づ
み
流

る
る
涙
留
め
か
ね
つ
も



（1
9

・
四
一
ム
ハO

大
伴
家
持

天
平
勝
宝
二
年

三
十
三
歳
）

言
問
は
ぬ
木
す
ら
春
咲
き
秋
付
け
ば
黄
葉
散
ら
く
は
常
を
な
み
こ
そ

（1
9

・
四
一
ム
ハ
一
同
右
）

う
っ
せ
み
の
常
な
き
見
れ
ば
世
の
中
に
心
付
け
ず
て
思
ふ
日
そ
多
き

（1
9

・
四
一
六
二
同
右
）

こ
の
長
歌
は
、
「
世
間
の
住
み
難
き
こ
と
を
哀
し
ぶ
る
歌
」
（
5

・
八
O
四
長

歌
八

O
五
反
歌
）
の
山
上
憶
良
の
大
作
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

ゆ
っ
じ
ね
が

勇
士
の
名
を
振
る
は
む
こ
と
を
慕
ふ
歌
一
首
併
せ
て
短
歌

み

ち
ち
の
実
の
ハ
え
の
命
は
は
そ
葉
の
母
の
命
お
ほ
ろ
か
に
心
尽

く
し
て
思
ふ
ら
む
そ
の
子
な
れ
や
も
ま
す
ら
を
や
空
し
く
あ
る

べ
き
・
：
：
・
後
の
世
の
語
り
継
ぐ
べ
く
名
を
た
つ
べ
し
も

（1
9

・
四
一
六
回
家
持
同
右
）

ま
す
ら
を
は
名
を
し
立
つ
べ
し
後
の
世
に
聞
き
継
ぐ
人
も
語
り
継
ぐ
が
ね

（1
9

・
四
一
六
五
同
右
）

右
の
二
首
、
山
上
憶
良
臣
の
作
る
歌
に
追
和
す

の
長
歌
短
歌
の
追
和
歌
は
、
山
上
憶
良
の
、

を
の
こ
む
は
よ
ろ
づ
よ

士
や
も
空
し
く
あ
る
べ
き
万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し
て

（6

・
九
七
八
億
良
天
平
五
年
頃
）

の
歌
に
追
和
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

玉
、
結
び

大
宰
府
で
父
旅
人
が
成
し
た
歌
壇
結
成
の
試
み
、
そ
の
最
大
の
も
の
と
し

て
の
梅
花
の
宴
は
、
少
年
家
持
の
歌
人
と
し
て
の
第
一
歩
か
ら
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
た
。
時
経
て
家
持
に
歌
人
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
る
と
と
も
に
、

振
り
返
る
原
点
と
し
て
存
在
感
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

梅
花
の
宴
の
歌
の
影
響
は
、
ま
ず
初
作
歌
に
見
ら
れ
、
さ
ら
に
巻
一
七
以

後
の
家
持
お
よ
び
家
持
周
辺
の
人
々
の
歌
を
配
し
た
、
の
ち
に
大
伴
家
持
の

歌
日
誌
と
称
さ
れ
る
万
葉
集
末
四
巻
で
色
濃
く
浮
上
し
て
く
る
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
越
中
国
守
と
し
て
赴
任
後
、
大
伴
池
主
と
の
贈
答
歌
の
や
り
と
り
は

旅
人
と
憶
良
の
関
係
に
似
て
お
り
、
筑
紫
歌
壇
を
擬
え
る
よ
う
に
越
中
歌
壇

を
積
極
的
に
形
成
す
る
な
ど
、
大
伴
家
持
の
歌
人
と
し
て
の
軌
跡
に
梅
花
の

宴
お
よ
び
筑
紫
歌
壇
の
在
り
方
は
深
く
染
み
込
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

ウ4
・

注（
注l
）
小
野
寛
編
著
『
万
葉
集
を
つ
く
っ
た
大
伴
家
持
大
事
典
』
（
笠
間
書

院
二

O
一
O
年
二
月
）

（
注2
）
橋
本
達
雄
『
大
伴
家
持
天
平
の
孤
愁
を
詠
ず
』
（
集
英
社
一
九

八
四
年
十
二
月
）

（
注3
）
武
田
祐
吉
『
高
葉
集
全
註
緯
七
』
（
角
川
書
店
昭
和
三
一
年
九

円
月
）

（
注4
）
大
越
嘉
文
「
『
追
和
二
太
宰
之
時
梅
歌
一
新
歌
」
考
L
（
園
息
子
院
大
肇

大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
第
十
一
号
）



大
伴
家
持
と
梅
花
の
宴

（
注5
）
梅
光
学
院
大
学
第
三

O
三
回
日
本
文
学
会
で
「
大
伴
家
持
と
梅
花
の

宴
」
を
研
究
発
表
し
た
後
、
中
尾
健
一
郎
氏
か
ら
、
初
唐
以
前
の
中
国

に
も
「
追
和
L
と
思
し
き
用
例
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
同
氏
に

よ
れ
ば
、
南
朝
陳
の
陰
鐸
（
生
卒
年
未
詳
）
に
梁
元
帝
（
五

O
八
1

五

五
四
）
の
「
登
江
州
百
花
亭
懐
荊
楚
詩
」
（
『
義
文
類
緊
』
巻
二
八
、
人

部
・
遊
覧
所
引
）
に
唱
和
し
た
「
和
登
百
花
亭
懐
荊
楚
詩
」
（
同
前
）

が
あ
り
、
『
文
苑
英
華
』
巻
コ
二
五
は
詩
題
を
「
追
和
登
百
花
亭
懐
荊

楚
」
に
作
る
。
『
文
苑
英
華
』
所
収
の
梁
元
帝
詩
に
は
、
「
以
下
三
篇
並

見
江
州
石
本
」
（
以
下
三
篇
、
並
び
に
江
州
の
石
本
に
見
ゆ
）
の
注
記

が
あ
り
、
『
文
苑
英
華
』
に
収
め
る
元
帝
、
朱
超
道
、
陰
鰹
の
三
者
の

詩
は
北
末
以
前
の
拓
本
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
テ
キ
ス

ト
の
問
題
も
あ
り
、
ま
た
家
持
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
先
人
を
偲
ぶ
内

容
の
「
追
和
」
と
は
異
な
る
の
で
、
こ
れ
を
家
持
以
前
の
用
例
と
し
て

あ
げ
る
の
は
少
し
無
理
が
あ
る
と
い
う
。

万
葉
集
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
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議
葉
集
』
に
拠
る
。


